
１．重要な会計方針

（1）　有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券 …購入時の取得価額によっており、償却原価法を適用している。

満期保有目的の債券以外の有価証券で市場価格がある債券

…期末日の市場価格等に基づく時価法によっている。

（２）　引当金の計上基準

職員に対して支給する賞与の支給見込み額のうち当事業年度の負担額を計上している。

（３）　消費税などの会計処理

税込方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 (単位：円）

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源などの内訳は、次のとおりである。 (単位：円）

(0)合　　　計 597,426,910 (586,709,872) (10,717,038)

小　　　計 97,426,910 86,709,872 10,717,038 (0)

研究助成資金 615,000 (615,000) (0)

50周年助成金事業資金 2,000,000 (2,000,000)

　国債 63,111,910 (54,394,872) (8,717,038)

特定資産

小　　　計

　円建外国債券 31,700,000 (31,700,000)

助成事業・管理運営資金

―　円建外国債券 450,000,000 (450,000,000)

500,000,000 500,000,000 0

　国債 50,000,000 (50,000,000) ―

―

投資有価証券 ―

基本財産

597,426,910

科　　　目 当期末残高
(うち指定正味財
産からの充当額)

(うち一般正味財
産からの充当額)

(うち負債に対応
する額)

合　　　計 610,571,289 43,560,340 56,704,719

615,000

小　　　計 110,571,289 43,560,340 56,704,719 97,426,910

研究助成資金 0 615,000 0

2,000,00050周年助成金事業資金 2,000,000 0 0

94,811,910助成事業・管理運営資金 108,571,289 42,945,340 56,704,719

500,000,000

特定資産

小　　　計 500,000,000 0 0

財務諸表に対する注記

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額

投資有価証券 500,000,000 0 0

当期末残高

500,000,000

基本財産



４．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

(単位：円）

５．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

(単位：円）

１．基本財産及び特定資産の明細

財務諸表に対する注記３に記載している。

２．引当金の明細

賞与引当金 0 114,780 0 114,780

特定資産取崩収入 39,060

基本財産受取利息 9,200,912

合　　　　計 11,241,496

附属明細書

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

合　　　　　計 500,000,000 458,768,000 ▲ 41,232,000

　第143回利付国債 50,000,000 51,212,000 1,212,000

特定資産受取利息 2,001,524

内　　　　容 金　　　額

経常収益への振替額

国　　　　債

 　ｼﾃｨｸﾞﾙｰﾌﾟｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾏｰｹｯﾂﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽｲﾝｸ
　 ﾊﾟﾜｰﾘﾊﾞｰｽﾃﾞｭｱﾙ債(米ドル)

100,000,000 85,897,000 ▲ 14,103,000

 　ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝｻｯｸｽ ﾌｧｲﾅﾝｽ･ｺｰﾌﾟ
 　ﾘﾊﾞｰｽﾃﾞｭｱﾙ債(米ドル)

100,000,000 87,315,000 ▲ 12,685,000

円建外国債

 　ﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰ･ﾋﾞｰﾌﾞｲ 　　ﾘﾊﾞｰｽﾃﾞｭｱﾙ債（豪ドル） 100,000,000 89,060,000 ▲ 10,940,000

 　ﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰ 　　ｽﾃｯﾌﾟ･ｱｯﾌﾟ債 150,000,000 145,284,000 ▲ 4,716,000

科　　　　目 帳簿価額 時　　　価 評価損益


